
○事業所名

○保護者評価実施期間

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること 工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等
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1
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事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること 事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等
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事業所における自己評価総括表（公表）
令和
6年度
令和
6年度

児童

保育士や教員免許、社会福祉士などの資格を取得
している職員が在籍しており、それぞれの専門性
や得意分野を生かしたアプローチが可能です。

利用児童や保護者様のニーズは一人ひとり異なる
ため、過去の経験を活かしながら、適切なアプロー
チを療育に反映させております。製作や運動遊び
を通じて巧緻性や感覚統合の基盤づくりを行い、
活動に応じて個別・集団・グループでの取り組み
を取り入れながら、児童が自己発揮できるよう工
夫しております。

今後も学習や運動遊びに偏りが出ないよう、その
日の活動内容について事前に話し合い、時間配分
などを考慮しながら計画的に取り組んでまいります。

言語面では、口の体操から始め、発語の練習や読
み書きなど、一人ひとりのニーズに合わせた活動
を行っております。また、SST（ソーシャルスキ
ルトレーニング）を取り入れながら、社会生活を
送るうえで必要な「見る・聞く・考える・伝える」
力を育んでおります。

個別活動では語彙の獲得、集団活動ではコミュニ
ケーションスキルの向上を目的として療育を行っ
ております。まずは、さまざまな物の名前を知る
ことから始め、実際の会話の中でどのように使う
か、その場面に適した言葉遣いが身に付くよう
SSTを実施しております。

送迎時や来所時から療育が始まっているという意
識を持ち、関わりを深めることで、会話や適切な
表現が自然と身に付くよう支援してまいります。

COMPASS小倉北

令和6年 9月 7日～令和6年 9月 30日

令和 6年 9月 9日～令和6年 9月 30日

令和 6年 9月 27日

（対象者数）11名　（回答者数）9名

（対象者数）8名　（回答者数）8名

COMPASS小倉北

各ご家庭単位では情報共有等の連携ができており
ますが、父母の会等の交流会の開催ができており
ません。

保護者交流会の開催に関しましては、平日では参
加できる保護者様に限りがありますので、土、日、
祝日等事業所の閉所日で設定する必要がありま
す。従業者の振り替え休日を勘案すると平日の受
け入れ体制に影響が出てしまう為、要検討課題と
考えております。

まずは保護者様へ移行の確認を行い、実際に集合
しなくても情報発信が出来る方法等を模索してい
く必要があると考えております。

事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開
かれた事業運営ができておりません。

地域住民の方を招待する事に関しましては、現在
の事業所の体制上では難しいと考えております。

地域で行われているイベント等への参加がまず取
り組める方法であるかと思いますのでそのような
情報を集約していきながら地域の方と関われる機
会を設定していけるよう検討してまいります。


